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〈条例の改正〉小学生の通院費、全額無料

〈委員会の審議〉
　　武道館こけら落しに 山口 香さんを招待

〈一般質問〉8名の議員が質問

〈農業委員〉女性4名を推薦

2P
3P
3P

4P〜11P
12P

　楽しく、ダイナミックに、夏ならではのプール遊びを
満喫できるよう、安全と衛生に気をつけながら取り組ん
でいます。

平成26年

6月定例会
あおぞら保育園 プール遊び
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一般会計補正予算1,951万4千円を追加

小学生の通院費は全額無料
中学生は１割負担へ

平成26年度

　

平
成
26
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
17
日
ま
で
の
14

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
補
正
予
算

１
件
、
条
例
の
改
正
７
件
、
町
道
路
線
の
認
定
１
件
、
物
品
購
入
契

約
１
件
、
工
事
請
負
契
約
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
合
計

13
件
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
２
件
を
可
決
、
農
業
委
員
の
推
薦
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
８
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。（
質
問
と
答
弁
の
要
約
は
、
４
ペ
ー
ジ
か
ら
11
ペ
ー
ジ
で
す
）

　

会
議
録
は
、８
月
中
に
図
書
館
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

10月から

（総額113億5,351万4千円に）

◆立山町税条例等の一部改正
法人住民税割の税率引き下げと、軽自動
車税の税額を改定

◆立山町国民健康保険税条例の
一部改正

保険税課税限度額の引き上げと、保険税
軽減世帯の拡大

◆立山町乳児・幼児及び児童医療費
助成に関する条例の一部改正

小学生の通院費の助成額拡充と、中学生
の通院費の助成制度の新設（所得制限有り）

改正された主な条例の内容
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企
画
政
策
課

Ｑ　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
助
成
金
は
、毎
年
、

助
成
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

宝
く
じ
の
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と

し
て
要
望
を
し
て
お
り
、

毎
年
１
～
２
件
が
助
成
さ

れ
て
い
る
。

税
務
課

Ｑ　
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

と
軽
減
対
象
の
拡
大
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
世

帯
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
、増
減
額
の
試
算
は
。

Ａ　
課
税
限
度
額
の
引
き

上
げ
で
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
が
65
世
帯
、
介
護

給
付
金
分
が
38
世
帯
、
税

額
で
２
０
６
万
円
の
増
額

が
見
込
ま
れ
る
。

　

軽
減
対
象
の
拡
大
で

は
、５
割
軽
減
が
64
世
帯
、

２
割
軽
減
が
41
世
帯
、
税

額
で
２
７
４
万
円
が
軽
減

さ
れ
る
。

建
設
課

Ｑ　
野
沢
地
内
で
発
生
し

た
落
雷
に
よ
り
被
災
し
た

総
合
公
園
の
施
設
は
、
保

険
対
象
と
な
る
の
か
。

Ａ　
一
部
の
施
設
に
つ
い

て
は
保
険
対
象
と
な
る
。

健
康
福
祉
課

Ｑ　
安
心
こ
ど
も
基
金
事

業
補
助
金
か
ら
保
育
緊
急

確
保
事
業
補
助
金
へ
と
移

行
さ
れ
る
と
、
町
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

Ａ　

補
助
率
等
の
変
更

で
、
国
、
県
の
補
助
率
が

上
が
る
こ
と
に
よ
り
、
町

米
粉
の
利
用
拡
大
に
高
校
生
も
協
力

武道館こけら落しに山口香さんを招待

委
員
会
の
審
議

総務教育常任委員会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

の
負
担
額
が
減
る
。

農
林
課

Ｑ　
食
の
モ
デ
ル
地
域
育

成
事
業
に
お
け
る
、
米
粉

の
活
用
方
法
は
。

Ａ　
米
粉
う
ど
ん
の
米
粉

の
割
合
を
増
や
す
試
作

や
、
地
元
産
食
材
と
組
み

合
わ
せ
た
新
し
い
食
べ
方

の
工
夫
や
メ
ニ
ュ
ー
作
り

に
地
元
高
校
生
と
も
協
力

町
議
会
で
は
、
２
部
門
の
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
提
出
議
案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

し
て
取
り
組
み
、
米
粉
の

利
用
拡
大
に
努
め
た
い
。

商
工
観
光
課

Ｑ　
立
山
黒
部
ジ
オ
パ
ー

ク
支
援
自
治
体
会
議
負
担

金
の
根
拠
は
。

Ａ　
負
担
金
は
、
事
業
の

取
り
組
み
内
容
や
進
捗
状

況
を
勘
案
し
た
。

住
民
課

Ｑ　
重
度
心
身
障
害
者
等

医
療
費
助
成
の
改
正
で
、

医
療
費
負
担
の
影
響
を
受

け
る
人
は
。

Ａ　
医
療
費
の
自
己
負
担

割
合
が
１
割
か
ら
２
割
に

増
え
る
人
数
は
、
65
～
69

歳
の
軽
度
障
害
該
当
者
で

約
50
名
、
療
育
Ｂ
の
手
帳

保
持
者
で
約
１
０
０
名
、

併
せ
て
約
１
５
０
名
で
あ

る
。

教
育
委
員
会

Ｑ　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
に
お
け
る
町
武
道
協

会
へ
の
補
助
金
の
内
容
は
。

Ａ　
武
道
館
の
こ
け
ら
落

し
に
、
柔
道
の
山
口
香
さ

ん
を
招
く
た
め
の
補
助
金

で
あ
る
。

消
防
本
部

Ｑ　
火
災
予
防
条
例
を
全

部
改
正
し
た
理
由
と
、
具

体
的
な
変
更
点
は
。

Ａ　
今
ま
で
条
項
が
ま
ち

ま
ち
だ
っ
た
た
め
整
理
を

し
た
。

　

屋
外
で
の
催
し
に
係
る

防
火
管
理
の
条
項
が
追
加

さ
れ
た
。

米粉を使用した特産品

分電盤に落雷

武道館
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伊東幸一議員 一般質問

議
員　
認
定
マ
ー
ク
は
町

の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
商

品
選
択
の
基
準
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
認
定
品
の

販
売
動
向
と
、
今
後
の
販

売
促
進
に
対
す
る
支
援
を

考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
布
橋
灌
頂
会
、

ア
ル
ペ
ン
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

等
は
重
要
な
観
光
資
源
で

あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
全
国
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

そ
し
て
、
幅
広
い
層
の

人
が
参
加
し
や
す
い
旅
行

商
品
開
発
や
、
著
名
人

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　
認
定
品

の
販
売
動
向
に
つ
い
て

は
、様
々
な
状
況
で
あ
る
。

　

観
光
物
産
展
な
ど
に
出

店
す
る
な
ど
、
積
極
的
な

立
山
ブ
ラ
ン
ド

特
産
品
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
支
援
を

観
光
物
産
展
や

メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
拡
大
を
図
る

議
員　
大
き
な
農
業
制
度

改
革
に
対
し
て
農
家
が
感

じ
る
不
安
を
取
り
除
く
手

立
て
を
講
じ
、
円
滑
な
推

進
に
向
け
、
町
と
し
て
も

適
切
な
進
向
管
理
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
な
い
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
適
時

議
員　
町
税
等
の
滞
納
の

状
況
と
、滞
納
整
理
に
は
、

ど
ん
な
対
策
を
し
て
い
る

の
か
。

税
務
課
長　
町
税
の
滞
納

額
は
昨
年
度
固
定
資
産
税

な
ど
で
２
、２
０
０
万
円
、

国
民
健
康
保
険
税
で
約

２
、０
０
０
万
円
あ
る
。

　

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し

て
は
、
預
金
等
の
調
査
を

実
施
し
、
差
し
押
さ
え
を

行
っ
て
い
る
。

滞納状況と
滞納整理の取り組みは

滞納額は4,200万円
差し押さえ等を行っている

農
業
制
度
改
革

農
家
の
不
安
を
取
り
除
く
手
立
て
を

経
営
基
盤
の
強
化
と

迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
る

　

そ
の
他
の
質
問

＊
米
粉
消
費
の
拡
大
を

＊
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
バ

ス
排
ガ
ス
規
制
条
例
に

つ
い
て

◦
実
効
性
の
あ
る
条
例
に

◦
立
山
駅
周
辺
で
の
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の

遵
守
を

＊
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
有
効
な
活
用
を

＊
空
家
対
策
は
幅
広
い
角

度
で

＊
固
定
資
産
税
の
減
免
制

度
の
周
知
を

な
情
報
の
提
供
に
努
め
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き

迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め

る
。

　

ま
た
、
農
業
経
営
体
の

経
営
基
盤
の
強
化
に
向

け
、
関
係
機
関
一
体
と

な
っ
て
支
援
す
る
。

町 税

Ｐ
Ｒ
活
動
で
立
山
ブ
ラ
ン

ド
の
販
売
促
進
に
努
め
る

計
画
で
あ
る
。

　

専
門
雑
誌
へ
の
特
集
記

事
の
掲
載
依
頼
や
、
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
拡
大
を

図
り
、
効
果
的
な
集
客
に

繋
げ
て
い
く
。

認定された立山ブランド
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村上紀義議員 一般質問

議
員　
団
塊
の
世
代
が
65

歳
以
上
の
高
齢
を
む
か

え
、
早
期
の
対
策
が
必
要

と
思
う
が
、
町
で
は
ピ
ー

ク
を
何
年
と
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
対
象
者
を
何

人
く
ら
い
と
想
定
し
て
い

る
か
。

　

徘
徊
で
行
方
不
明
と
な

る
人
は
、
年
間
１
万
人
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。
将
来

に
向
け
配
信
シ
ス
テ
ム
や

模
擬
訓
練
導
入
の
考
え
は

あ
る
か
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
及

び
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

の
指
標
が
発
表
さ
れ
た

が
、
町
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　
高
齢
者

の
ピ
ー
ク
は
２
０
２
０
年

と
考
え
、約
８
、３
０
０
人
。

そ
の
う
ち
の
認
知
症
者
は

９
４
０
人
と
み
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
３
０
年
に
は

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

増
に
伴
い
１
、０
３
０
人

と
推
測
し
て
い
る
。

　

徘
徊
防
止
に
は
「
認
知

症
高
齢
者
等
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を

実
施
し
、
擬
似
体
験
を
取

り
入
れ
た
徘
徊
模
擬
訓
練

も
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
数
は
２
６
６
人
、
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
数

１
０
１
人
。
今
後
も
増
員

に
努
め
、
一
般
公
募
や
職

耐
震
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か

改
築
計
画
は

全
て
の
公
民
館
が
適
合財源

も
含
め
検
討

議
員　
町
内
に
あ
る
公
民

館
施
設
の
老
朽
化
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

町
の
避
難
場
所
に
も
な
っ

サポート体制は

養成講座を実施し
サポーターの増員に努める

て
い
る
が
、
耐
震
基
準
に

適
合
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
全
体
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
計
画
を
作
成
し
て

認
知
症

　

そ
の
他
の
質
問

＊
介
護
・
予
防
支
援
策
に

つ
い
て

◦
「
認
認
介
護
」
の
実
態

と
取
り
組
み
は

◦
「
活
き
粋
倶
楽
部
」「
い

き
い
き
チ
ェ
ッ
ク
」
を

開
催
し
て
い
る
が
、
成

果
は

＊
公
民
館
職
員
の
主
事
・

主
事
補
等
の
人
材
確
保

に
、
町
の
支
援
を

い
る
の
か
。

　

ホ
ー
ル
が
ほ
と

ん
ど
２
階
に
あ

り
、
高
齢
者
に
は

使
い
づ
ら
い
と
言

う
意
見
が
多
い
。

公
民
館

大
変
厳
し
い
財
政
の
中
、

大
改
修
も
し
く
は
改
築
に

対
す
る
町
の
考
え
は
ど
う

か
。

教
育
課
長　
耐
震
基
準
に

は
、
全
て
の
公
民
館
が
適

合
し
て
い
る
。

　
「
公
民
館
施
設
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
、
大
小
の
改
修
対
応
で

耐
用
年
数
を
長
く
し
て
い

る
。

　

改
築
に
つ
い
て
は
、
財

源
も
含
め
将
来
的
な
計
画

を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

域
や
学
校
に
も
協
力
依
頼

し
て
養
成
講
座
を
実
施
し

て
い
く
。

徘徊の模擬訓練
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後藤智文議員 一般質問

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に健

康
増
進
を

「
歯
つ
ら
つ
！
健
口
教
室
」

切
れ
目
の
な
い
対
策

議
員　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
事
業
に
取
り
組
み
、
若

者
が
起
業
で
き
る
町
に
し

た
ら
ど
う
か
。

　

空
き
店
舗
対
策
に
も
な

り
、
商
店
街
の
活
性
化
に

も
繋
が
る
な
ど
効
果
が
大

き
い
。

　

新
し
い
も
の
に
挑
戦
し

た
ら
ど
う
か
。

町
長　
五
百
石
商
店
街
の

完
全
な
空
き
店
舗
は
６

軒
、
一
部
自
宅
の
空
き
店

舗
は
10
軒
程
度
あ
る
。

　

完
全
な
空
き
店
舗
は
、

築
数
十
年
経
ち
、
開
業
す

る
に
は
経
済
性
や
安
全
性

で
課
題
が
あ
る
。
今
後
、

希
望
者
が
あ
れ
ば
何
ら
か

の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

空
き
店
舗

地
域
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て

関
係
住
民
と合

意
を
得
た
上
で
進
め
る

小
学
校
統
合

議
員　
小
学
校
統
合
に
つ

い
て
、
地
域
か
ら
小
学
校

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
子
育
て
し
に
く
い
地

域
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

進
め
方
は
、
行
政
主
導

で
は
な
く
、
子
供
を
中
心

に
地
域
の
声
を
し
っ
か
り

と
聞
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長　
「
立
山
町
立
小

学
校
適
正
配
置
検
討
審
議

会
」
の
答
申
を
受
け
、
新

瀬
戸
小
学
校
区
と
日
中
上

野
小
学
校
区
で
説
明
会
を

４
月
に
行
っ
た
。

　

現
在
、
両
校
区
で
話
し

合
い
が
行
わ
れ
、
今
後
、

教
育
委
員
会
と
意
見
交
換

会
を
開
催
す
る
予
定
に
し

て
い
る
。

　

最
終
的
に
は
、
関
係
地

区
住
民
の
理
解
と
合
意
を

得
た
上
で
進
め
る
。

チャレンジショップ事業で
まち中活性化を

希望者があれば
何らかの支援をしていく

　

そ
の
他
の
質
問

＊
健
康
を
維
持
し
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
言
え
る

ま
ち
づ
く
り
を

◦
各
地
区
の
公
園
に
「
健

康
遊
具
」
の
設
置
を

◦
森
林
セ
ラ
ピ
ー
コ
ー
ス

の
開
発
を

◦
ラ
ジ
オ
体
操
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
拡
大
を

◦
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
を
全

地
域
で
作
成
を

◦
介
護
保
険
か
ら
外
さ
れ

る
要
支
援
者
対
策
は

◦
公
民
館
活
性
化
に
助
成

金
増
額
と
バ
ス
利
用
を

＊
ま
ち
中
の
活
性
化
を
図

り
、
人
が
行
き
交
う
ま

ち
づ
く
り
を

◦
商
店
版
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
で
、
今
営
業
し

て
い
る
商
店
の
応
援
を

◦
み
ら
い
ぶ
イ
ベ
ン
ト
広

場
の
更
な
る
活
用
を

◦
ア
ー
ト
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を

＊
子
供
を
産
み
、
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
◦
学
童
保
育
所
を
各
学
校

区
に
設
置
を

◦
就
学
援
助
項
目
で
ク
ラ

ブ
活
動
費
に
援
助
を

◦
大
学
生
に
奨
学
金
を
給

付
し
、
負
担
軽
減
を

◦
教
育
委
員
会
制
度
改
革

に
つ
い
て
見
解
は

議
員　
口
腔
ケ
ア
の
大
切

さ
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
寝

た
き
り
の
お
年
寄
り
に
口

腔
ケ
ア
を
援
助
し
、
健
康

増
進
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

日
本
人
の
３
大
死
因
に

肺
炎
が
入
り
、
大
半
が
高

齢
者
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
誤
え
ん
性
肺
炎
で

あ
り
、
口
腔
ケ
ア
は
こ
の

予
防
に
な
る
。

町
長　
在
宅
で
寝
た
き
り

の
お
年
寄
り
に
は
、
訪
問

看
護
や
訪
問
介
護
で
口
腔

ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
介
護
予
防

事
業
「
歯
つ
ら
つ
！
健
口

教
室
」
を
開
催
し
、
生
涯

を
通
し
て
切
れ
目
の
な
い

口
腔
ケ
ア
対
策
を
図
っ
て

い
く
。

口
腔
ケ
ア

五百石商店街
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議
員　

空
き
家
の
中
で

も
、
火
事
で
燃
え
た
家
、

朽
ち
果
て
そ
う
な
家
、
危

険
と
認
め
ら
れ
る
建
物
に

関
し
て
は
、
早
急
に
解
体

し
安
全
の
保
持
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
町
の
対

応
は
ど
う
か
。

建
設
課
長　
持
ち
主
が
安

全
の
保
持
に
努
め
る
必
要

が
あ
り
、
第
三
者
へ
の
損

害
防
止
の
た
め
の
注
意
義

務
は
、
建
物
な
ど
土
地
の

工
作
物
の
占
有
者
あ
る
い

石田孝夫議員 一般質問

　

そ
の
他
の
質
問

＊
高
齢
者
が
、
家
の
玄
関

か
ら
目
的
の
場
所
ま
で

移
動
す
る
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を

＊
ゴ
ミ
屋
敷
の
今
後
の
対

応
策
は

＊
若
者
世
代
の
流
出
・
都

会
か
ら
の
高
齢
者
流
入

へ
の
対
応
は

議
員　

統
合
に
つ
い
て

は
、
子
供
た
ち
の
心
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
十
分
配
慮

し
、
地
区
住
民
の
希
望
に

添
っ
た
進
め
方
を
。

　

ま
た
、
中
山
間
地
の
学

校
を
閉
校
す
る
と
、
若
者

地
区
住
民
の希

望
に
添
っ
た
進
め
方
を

適
性
規
模
・
適
性
配
置推進

計
画
を
策
定

火災住宅

が
去
り
、
集
落
は
疲
弊
へ

の
一
途
を
早
め
る
。

　

後
に
な
っ
て
後
悔
し
な

い
た
め
の
対
策
を
、
統
合

前
に
示
す
べ
き
で
は
。

小
学
校
統
合

早急に解体し
安全の保持に努めるべきでは

代執行を含め、
県に対応を働きかける

は
所
有
者
が
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
代
執

行
で
き
る
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
に
対
し
て
、
こ
う

し
た
対
応
を
検
討
す
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

新瀬戸小学校

日中上野小学校

教
育
長　
複
式
学
級
の
早

期
解
消
を
図
る
た
め
の
学

校
統
合
と
し
て
、
平
成
28

年
度
を
目
標
年
度
と
す
る

短
期
的
な
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

　

立
山
町
立
小
学
校
の
適

正
規
模
・
適
正
配
置
推
進

計
画
を
、
今
年
の
10
月
頃

を
目
途
に
策
定
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

空
き
家
対
策
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坂井立朗議員 一般質問

早
期
の
解
決
に
向
け
た
対
応
は

今
後
、あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
ず
る

ゴ
ミ
屋
敷

議
員　

昨
年
改
正
を
し

た
、
立
山
町
環
境
美
化
の

推
進
に
関
す
る
条
例
の
意

義
、目
的
を
改
め
て
問
う
。

現
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

条
例
第
14
条
に
よ
る
指

導
・
勧
告
を
行
っ
て
い
る

が
、
な
ぜ
第
15
条
の
措
置

命
令
を
適
用
し
な
い
の

か
。

　

今
後
、
早
期
の
解
決
に

向
け
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

町
長　
町
に
は
「
ご
み
屋

敷
」
が
２
箇
所
存
在
し
、

景
観
や
衛
生
状
態
の
悪
化

に
よ
り
、
近
隣
住
民
か
ら

苦
情
が
あ
り
、
町
か
ら
所

有
者
に
対
し
指
導
を
行
っ

た
。

　
「
個
人
の
資
産
で
あ
る

か
ら
自
分
の
所
有
地
に
何

を
置
い
て
も
問
題
な
い
」

と
主
張
し
、
撤
去
に
応
じ

な
か
っ
た
た
め
、
町
の
指

導
・
勧
告
を
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
、
条

例
改
正
を
行
っ
た
。

　
「
廃
棄
物
」
と
「
不
良

な
環
境
」の
定
義
を
定
め
、

自
己
の
所
有
管
理
す
る
土

地
で
あ
っ
て
も
廃
棄
物
等

を
長
期
間
放
置
し
て
周
辺

環
境
を
不
良
な
状
態
に
す

る
こ
と
を
禁
止
し
、
こ
れ

に
よ
り
、
ご
み
屋
敷
問
題

へ
の
明
確
な
町
の
姿
勢
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

住
民
課
長　
長
い
期
間
が

経
過
し
て
い
な
が
ら
、
い

ま
だ
解
決
に
至
っ
て
い
な

い
。

　

こ
の
間
、
当
事
者
に
行

政
指
導
を
行
い
、
廃
棄

物
の
処
分
を
求
め
た
が
、

遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ

た
。

　

当
事
者
に
法
令
違
反
等

が
な
い
か
、
上
市
警
察
署

な
ど
と
も
情
報
交
換
を
密

に
し
、
連
携
し
て
解
決
に

向
け
て
努
力
す
る
。

　

措
置
命
令
は
、
当
事
者

が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

か
に
よ
っ
て
行
政
が
下
す

重
い
処
分
で
あ
り
、
今
は

ま
だ
出
す
段
階
で
は
な
い

と
行
政
と
し
て
判
断
し
て

い
る
。

　

今
後
、
措
置
命
令
を
出

す
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

状
況
を
見
な
が
ら
判
断
す

る
が
、
ま
ず
は
、
当
事
者

か
ら
委
託
を
受
け
て
町
が

代
わ
っ
て
処
理
す
る
方
法

が
あ
る
と
説
得
し
て
い
る
。

町
長　
今
後
、
考
え
う
る

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
た

い
。

　

具
体
的
に
は
、
条
例
の

規
定
に
基
づ
き
、
７
月
初

旬
に
勧
告
書
を
送
付
し
、

８
月
末
ま
で
に
廃
棄
物
の

処
分
が
完
了
す
る
よ
う
求

め
る
。

　

完
了
で
き
な
い
場
合

は
、
当
事
者
が
町
に
処
分

を
委
託
す
る
よ
う
更
に
求

め
な
が
ら
、
手
順
を
踏
み

た
い
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
の
処
分

に
関
し
て
は
、
適
正
・
適

法
に
処
分
さ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
行
政
指
導

を
続
け
る
中
で
、
廃
棄
物

関
係
法
令
違
反
の
可
能
性

に
つ
い
て
危
惧
し
て
お

り
、
上
市
警
察
署
に
告
発

を
検
討
し
て
い
る
。
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議
員　
「
子
ど
も
・
子
育

て
関
連
３
法
」
成
立
を
受

け
、
わ
が
町
の
支
援
と
し

て
「
病
児
・
病
後
児
保
育
」

「
柔
軟
な
一
時
保
育
」
の

充
実
、ま
た
、「
産
後
ケ
ア
」

を
含
め
た
施
設
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
町
の
見

解
は
。

健
康
福
祉
課
長　

昨
年

度
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
た
。
そ
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
町
全
体
の
教
育

と
保
育
の
需
要
の
見
込
み

と
、
そ
の
提
供
の
確
保
に

つ
い
て
、
こ
ど
も
・
子
育

澤井峰子議員 一般質問

通
院
医
療
費
拡
充
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成
の
詳
細
は

小
学
生
は
無
料
、中
学
生
は
１
割
負
担

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
１
回
１
、５
０
０
円
助
成

こ
ど
も
医
療
費

議
員　
10
月
よ
り
実
施
さ

れ
る
こ
ど
も
医
療
費
拡
充

と
、
小
中
学
生
対
象
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
の
一
部
助
成
の
詳
細
お

よ
び
支
払
方
法
は
。

住
民
課
長　
従
来
の
制
度

に
加
え
、
小
学
生
の
通
院

費
は
、
自
己
負
担
月
１
、

０
０
０
円
も
含
め
て
全
額

町
が
助
成
す
る
。

　

ま
た
新
た
な
助
成
と
し

て
、
中
学
生
の
通
院
費
に

つ
い
て
は
自
己
負
担
３
割

病児・病後児のための
一時保育の充実を

ニーズ調査を踏まえ
子ども子育て会議等で検討

て
会
議
等
で
検
討
す
る
。

　

産
後
ケ
ア
は
重
要
な
施

設
で
あ
る
反
面
、
質
の
高

い
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整

備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
現
時
点
で
の
施

設
整
備
は
困
難
で
あ
る
。

か
ら
１
割
負
担
と
し
、
ど

ち
ら
も
償
還
払
い
と
す

る
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
に
つ
い
て
は
、
１

回
１
、５
０
０
円
の
助
成

を
小
学
生
は
２
回
、
中
学

生
は
１
回
と
す
る
。
具
体

的
に
は
、
学
校
を
通
じ
て

助
成
券
を
配
布
し
、
助
成

額
の
超
過
分
を
窓
口
負
担

と
す
る
。

　

な
お
、
実
施
医
療
機
関

は
、
町
内
の
11
医
療
機
関

と
す
る
。　

子
育
て
支
援

　

そ
の
他
の
質
問

＊
人
口
減
少
問
題
に
つ
い

て
◦
出
生
率
向
上
へ
の
施
策

は
◦
子
育
て
期
の
女
性
や
元

気
な
シ
ニ
ア
世
代
の
再

就
職
支
援
は

＊
移
住
者
増
加
へ
の
対
策

に
つ
い
て

◦
空
き
地
や
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
青
年
層
や
女

性
へ
の
起
業
支
援
を

◦
孫
と
シ
ニ
ア
世
代
の
立

山
体
験
ツ
ア
ー
の
企
画

を
◦「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」を
通

し
て
高
校
・
大
学
生
世

代
の
人
材
育
成
事
業
の

確
立
を

＊
こ
ど
も
医
療
費
の
所
得

制
限
廃
止
・
緩
和
を

＊「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
駅
」

の
導
入
を

議
員　
全
国
的
に
反
響
を

よ
ん
で
い
る
読
書
通
帳
の

小
中
学
校
へ
の
展
開
は
。

教
育
課
長　
学
校
に
お
け

る
読
書
習
慣
の
充
実
の
た

め
、
読
書
通
帳
シ
ス
テ
ム

導
入
と
学
校
司
書
の
さ
ら

な
る
充
実
配
置
を
検
討
す

る
。

　

平
成
27
年
度
重
要
事
業

と
し
て
、
国
に
対
し
て
補

助
事
業
創
設
な
ど
の
財
政

支
援
の
要
望
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

読書通帳について
今後どのように取り組むのか

学校への
読書通帳システム導入を検討

教
育
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岡田健治議員 一般質問

＊
立
山
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
周
辺
の
管
理
は

＊
子
育
て
支
援
策
の
予
算

減
少
に
よ
る
影
響
は

＊
２
０
４
０
年
地
域
崩
壊

危
機
に
つ
い
て

◦
女
性
の
社
会
進
出
対
策

は
◦
将
来
推
計
人
口
の
大
幅

減
対
策
は

そ
の
他
の
質
問

やる気ある農業者への支援は

国・県の事業を活用しながら支援
６次産業化で実績

議
員　
忠
魂
碑
は
、
自
治

体
が
建
て
た
も
の
で
、
そ

の
教
育
的
な
意
図
を
も
っ

て
、
小
学
校
や
中
学
校
の

敷
地
内
に
多
く
存
在
す

る
。

　

道
祖
神
や
地
蔵
さ
ま
と

同
様
に
、
地
域
の
文
化
財

産
で
あ
る
。

　

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
忠

魂
碑
も
あ
り
、
抜
本
的
な

維
持
管
理
の
方
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

教
育
長　

忠
魂
碑
等
は
、

主
に
日
清
・
日
露
戦
争
に

お
け
る
戦
没
者
等
の
慰
霊
・

顕
彰
の
た
め
に
建
立
し
た

も
の
で
あ
り
、
今
日
の
平

和
と
繁
栄
が
、
戦
没
者
の

尊
い
犠
牲
の
基
に
築
か
れ

て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。

　

ま
た
、
当
時
は
戦
争
に

対
す
る
肯
定
的
な
社
会
的

忠
魂
碑
は
文
化
財
産町は

維
持
管
理
を

遺
族
会
等
と
協
議
し
検
討
す
る

忠
魂
碑

風
潮
も
あ
り
、
軍
事
教
育

の
一
環
と
し
て
建
立
さ
れ

た
意
図
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
管
理

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
の

不
在
に
伴
い
、
維
持
管
理

が
難
し
い
忠
魂
碑
も
あ
り
、

ま
た
倒
壊
の
恐
れ
も
あ
る
。

　

町
で
は
、
過
去
の
経
緯

に
留
意
、
現
在
の
事
情
を

勘
案
し
、
遺
族
会
等
と
協

議
し
、
慎
重
に
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

農 業

議
員　
や
る
気
の
あ
る
認

定
農
業
者
に
具
体
的
に
ど

ん
な
支
援
を
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
を
実
施
し

た
場
合
の
効
果
を
ど
う
み

て
い
る
の
か
。

町
長　
規
模
の
大
小
を
問

わ
ず
、
農
産
物
を
生
産
、

販
売
す
る
意
欲
の
あ
る

農
業
経
営
体
に
は
、
メ

ニ
ュ
ー
に
応
じ
た
事
業
の

周
知
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
も
ハ
ー
ド
整
備
と

し
て
、
経
営
体
育
成
支
援

事
業
や
園
芸
規
模
拡
大

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
な
ど

国
・
県
の
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
農
地
の
集
積
化

や
集
落
営
農
の
法
人
化
に

対
し
、
国
、
県
の
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
支
援
し
て

い
く
。

　

農
業
所
得
の
確
保
と
経

営
基
盤
の
安
定
化
を
目
指

す
た
め
、
６
次
産
業
化
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

「
い
こ
い
の
杜
の
味
噌
」

「
立
山
町
そ
ば
推
進
協
議

会
の
そ
ば
」
等
は
商
品
化

し
、
販
売
の
実
績
を
あ
げ

て
い
る
。
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桑原米蔵議員 一般質問

議
員　
総
合
的
な
子
育
て

支
援
、
少
子
化
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
る
。
若
者

の
出
会
い
づ
く
り
か
ら
、

子
育
て
負
担
の
軽
減
、
老

人
パ
ワ
ー
の
活
用
な
ど
、

立
山
町
な
ら
で
は
の
支
援

策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　

町
で
は
、「
立
山

町
少
子
化
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
２
０
１
４
」
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

具
体
的
施
策
と
し
て
、

子
育
て
中
の
保
護
者
の
就

労
を
支
援
す
る
「（
仮
称
）

防
災
計
画
は
何
に
重
点
を
置
く
の
か

命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に

議
員　
各
災
害
を
想
定
し

た
、
防
災
計
画
が
策
定
さ

れ
た
が
、
災
害
は
現
場
で

起
き
る
。
こ
の
計
画
を
踏

ま
え
、
ど
の
よ
う
な
方
針

の
も
と
、
何
に
重
点
を
置

い
て
防
災
対
策
に
取
り
組

む
の
か
。

町
長　

今
回
の
改
訂
で
、

本
計
画
を
風
水
害
編
、
火

災
編
等
、
５
つ
の
現
実
の

災
害
に
即
し
た
構
成
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
に
対
す

る
予
防
、
応
急
、
復
旧
等

の
各
段
階
に
お
け
る
施
策

を
示
し
て
い
る
。

　

近
年
、
災
害
発
生
要
因

が
複
雑
・
多
様
化
す
る
傾

向
に
あ
り
、
災
害
に
よ
る

総合的な子育て支援・
少子化対策を

「立山町少子化対策
アクションプラン2014」の策定

立
山
町
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を

来
年
度
に
立
ち
上

げ
、
西
部
児
童
館

を
拠
点
と
し
て
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

機
能
と
併
せ
て
、

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
事
務
所
機
能

も
持
た
せ
る
。

　

ま
た
、
縁
談
の

情
報
交
換
を
行
う

縁
結
び
応
援
事
業

な
ど
の
対
応
を
予

定
し
て
い
る
。

少
子
化

防
災

　

そ
の
他
の
質
問

＊
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成

に
つ
い
て

◦
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す

る
の
か

◦
ど
の
程
度
の
財
政
負
担

に
な
る
の
か

＊
国
・
県
等
へ
の
職
員
派

遣
、人
事
交
流
の
促
進

は
＊
住
宅
火
災
報
知
機
の
普

及
啓
発
状
況
は

＊
新
任
課
長
に
問
う

◦「
ゴ
ミ
屋
敷
問
題
」解
決

の
決
意
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は

◦
会
計
管
理
者
と
し
て
、

公
金
管
理
の
基
本
的
考

え
方
と
心
構
え
は

人
的
被
害
、
ま
た
は
経
済

的
被
害
を
最
小
化
す
る

「
減
災
」、
つ
ま
り
、
日
頃

か
ら
、
災
害
に
対
す
る
備

え
を
す
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
災
害
時
の
被
害
を
軽

減
す
る
と
い
う
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
い
る
。

　

地
域
防
災
力
の
強
化
、

及
び
防
災
訓
練
等
を
通

じ
、
町
民
の
防
災
意
識
の

向
上
や
、
災
害
時
に
は
何

よ
り
も
ま
ず「
命
を
守
る
」

こ
と
を
最
優
先
と
し
、「
空

振
り
」
を
恐
れ
ず
、
躊
躇

す
る
こ
と
な
く
避
難
勧

告
・
避
難
指
示
等
の
発
令

を
迅
速
に
行
う
こ
と
に
重

点
を
置
き
、
防
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

少
子
化
、
人
口
減
少

は
、
複
数
の
要
因
が
絡
み

合
っ
て
お
り
、
対
策
も
多

面
的
に
、
緊
急
性
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
が
、
町
の

力
を
高
め
、
時
代
に
対
応

し
た
、
体
力
の
あ
る
質
の

高
い
町
へ
と
つ
な
が
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

西部児童館
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あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
蛍
が
見
ら
れ
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
議
会
広

報
研
修
会
に
、
広
報
委
員
全
員
で
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
や
表

記
・
編
集
・
写
真
の
撮
り
方
で
す
。

　

研
修
し
た
こ
と
を
今
後
の
編
集
に
活

か
し
、
町
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く

愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
、
委

員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
第
52
号
は
、
表
紙
・
裏
表
紙

を
カ
ラ
ー
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
す

が
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

�

（
広
島
記
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

亀
山　

彰

副
委
員
長　

内
山　

昭

委　
　

員　

澤
井
峰
子

　

〃�　
　

石
田
孝
夫

　

〃�　
　

村
上
紀
義

　

〃�　
　

岡
田
健
治

　

〃�　
　

広
島
秀
一

あ と が き

立山町議会事務局
〒930–0292 富山県中新川郡立山町前沢2440
ホームページ http://www.town.tateyama.toyama.jp/　［議会会議録］もご覧ください。

議会や議会だよりに
ついて、みなさんの
ご意見・ご感想は

立山町議会内
議会だより係

TEL 462–9984（直通）
TEL 463–1121 ㈹
FAX 464–1118

　

立
山
町
農
業
委
員
会
委

員
の
改
選
に
伴
う
議
会
推

薦
の
委
員
に
、
次
の
４
名

の
方
を
選
出
し
ま
し
た
。

廣
明
菊
枝�

野　

口

久
世
キ
ヲ�

金
剛
寺

藤
城
久
栄�

大
清
水

水
野
友
子�

泉　

意
見
書　

可
決

　

憲
法
改
正
の
早
期
実

現
を
求
め
る
意
見
書

　

賛
成
11　

反
対
２

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者

に
対
す
る
医
療
費
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

全
員
賛
成

項　目 件 数 支 出 額 備 　 　 　 考
志 ・ 会 費 73 401 , 5 5 3 各種団体主催の総会等の志・会費
慶 弔 費 10 83 , 0 0 0 式典などの祝金・香典等
激励・賛助金 8 60 , 0 0 0 公益性のある行事等の激励金・協力金
そ の 他 6 45 , 4 3 9 消耗品・印刷費等
合　計 97 589 , 9 9 2

平成25年度
議長交際費支出状況

会 派 名 人数 交付額 支出額 内 　 訳 返還額研 修 費 資料購入費
自民党議員会 ９→12 615,000 611,278 488,278 123,000 3,722
公 明 党 1 55,000 53,330 0 53,330 1,670
日本共産党 1 55,000 56,080 0 56,080 0
社民クラブ 1 30,000 0 0 0 30,000

平成25年度政務活動費収支報告

平成25年度の政務活動費は
右表のように使われました。

　政務活動費は、議員が町に
関する施策を調査研究するた
めに必要な経費の一部として
報酬とは別に、議員１人当り
年額６万円が交付されています。

※交付額を超過した支出につ
いては、各会派で負担してい
ます。

単位：円

会 派 名 人 数 交付額 支出額 内 　 訳 返還額研 修 費 資料購入費
自民党議員会 10 50,000 41,100 0 41,100 8,900
自民クラブ 1 5,000 1,800 0 1,800 3,200
自由民主党愛孝会 1 5,000 3,940 0 3,940 1,060
日本共産党 1 5,000 5,030 0 5,030 0
ひまわりの会 1 5,000 3,940 0 3,940 1,060

平成25年４月から26年２月分

平成 26年 3 月分

農
業
委
員
に

女
性
４
名
を推

薦

単位：円

単位：円


